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後
藤
昭
雄

著
『

本
朝
文
粋
抄
二』

本
書
は
、
雑
誌『
ア
ジ
ア
遊
学』

に
、
九
十
四
号
か
ら
百
十
三
号

(

二
〇
〇
六
年
十
二
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
八
月)

ま
で
、｢

続

本
朝
文

粋
抄｣

と
題
し
て
一
三
回
に
渡
っ
て
掲
載
さ
れ
た
注
釈
と
、
機
関
誌

『

懐
徳』

七
六
号(

二
〇
〇
八
年
一
月)

に
掲
載
さ
れ
た
講
演
の
筆
録

を
、
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。『

本
朝
文
粋』

に
は
、
平
安
朝
期
に
作
ら

れ
た
漢
文
四
三
二
作
品
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
書
は
、
そ
の
内
の
一

四
作
品
を
注
釈
す
る
。

は
じ
め
に

第
一
章

｢

冬
日
愛
す
べ
し｣

を
賦
す
詩
の
序(
橘
広
相)

第
二
章

南
亜
相
山
荘
尚
歯
会
詩
の
序(

菅
原
是
善)

第
三
章

庚
申
を
守
り
て｢

脩
竹
冬
に
青
し｣

を
賦
す
詩
の
序

(

藤
原
篤
茂)

第
四
章

勧
学
会
所
の
日
州
刺
史
館
下
に
送
る
牒(

慶
滋
保
胤)

第
五
章

飛
州
刺
史
の
任
に
赴
く
に
餞
け
す
る
詩
の
序(

大
江

以
言)

第
六
章

春
日
の
野
遊
の
和
歌
の
序(

橘
在
列)

第
七
章

《
意
見
封
事
》
売
官
を
停
め
ん
と
請
ふ
事(

菅
原
文

時)

第
八
章

《
落
書
》
秋
夜
懐
ひ
を
書
す(

藤
原
衆
海)

第
九
章

天
台
座
主
覚
慶
の
宋
国
杭
州
奉
先
寺
の
和
尚
に
答
ふ

る
牒(

大
江
匡
衡)

第
十
章

四
条
大
納
言
の
為
の
中
納
言
左
衛
門
督
を
罷
め
ん
と

請
う
状(

大
江
匡
衡)

第
十
一
章

員
外
藤
納
言
の
為
の
美
福
門
の
額
の
字
を
修
飾
せ
ん

と
請
ひ
て
弘
法
大
師
に
告
す
文(

大
江
以
言)

第
十
二
章

勧
学
院
仏
名
の
廻
文(

慶
滋
保
胤)

第
十
三
章

二
品
長
公
主
の
為
の
四
十
九
日
の
願
文(

慶
滋
保
胤)

第
十
四
章

在
原
氏
の
亡
息
員
外
納
言
の
為
に
四
十
九
日
に
諷
踊

を
修
す
る
文(

大
江
朝
綱)

作
者
略
伝

本
朝
文
粋
作
品
表

索

引

第
一
章
か
ら
第
十
四
章
に
各
一
編
を
宛
て
る
。｢

作
者
略
伝｣

で
は

本
書
で
と
り
あ
げ
た
九
名
を
紹
介
し
、
合
わ
せ
て
、
全
四
三
二
篇
の

｢

本
朝
文
粋
作
品
表｣

と
索
引
を
付
す
。

(
平
成
二
十
一
年
二
月

勉
誠
出
版

四
六
判

二
一
九
頁

二
、九
四
〇
円)
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《
会
員
著
書
紹
介》



白
石
良
夫[

編]

『
か
な
づ
か
い
入
門

―
―
歴
史
的
仮
名
遣
Ｖ
Ｓ
現
代
仮
名
遣』

あ
ら
ゆ
る
学
問
の
規
範
と
規
則
は
、
そ
の
時
代
の
都
合
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
そ
れ
の
及
ぶ
範
囲
の
都
合
に
よ
っ
て
書
き
換
え
可
能
な
も
の

で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
歴
史
的
仮
名
遣
と

現
代
仮
名
遣
の
、
そ
れ
ら
の
成
立
の
歴
史
お
よ
び
運
用
の
あ
り
か
た
に

つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
各
章
に
は
、
今
ま
で
の
先
行
論
点
に
対

す
る
周
到
な
目
配
り
だ
け
で
な
く
、
著
者
独
自
の
斬
新
な
観
点
も
多
く

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
著
者
の｢

各
時
代
に
お
け
る
仮
名
遣
の

使
用
意
識｣

に
対
す
る
関
心
が
表
れ
て
い
る
。

目
次
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
。

は
じ
め
に

第
一
章

以
前
―
―
日
本
語
の
音
と
そ
の
表
記
の
歴
史

第
二
章

生
み
の
親
は
定
家
―
―
仮
名
遣
の
誕
生

第
三
章

学
問
的
根
拠
は
絶
対
か
―
―
定
家
仮
名
遣
の
論
理

第
四
章

い
に
し
え
び
と
と
の
交
感
―
―
契
沖
仮
名
遣
の
世
界

第
五
章

悪
魔
の
規
範
―
―
歴
史
的
仮
名
遣
の
非
実
用
性

第
六
章

残
さ
れ
た
課
題
―
―
現
代
仮
名
遣
解
説

第
七
章

伝
統
を
捏
造
す
る
な
―
―
文
化
人
た
ち
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

第
八
章

新
仮
名
遣
で
古
典
を
書
く
―
―
表
記
の
規
則
だ
か
ら

注あ
と
が
き

参
考
文
献

附
録

最
初
の
四
章
は
、
仮
名
遣
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の

誕
生
か
ら
今
日
ま
で
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
か
り
や
す
く

書
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
章
〜
第
八
章
に
お
い
て
示
さ

れ
た
論
が
、
上
述
し
た
仮
名
遣
の
使
用
形
態
に
対
す
る
著
者
の
独
自
の

見
方
を
詳
述
し
た
も
の
で
、
仮
名
遣
の
研
究
史
上
に
銘
記
さ
れ
る
べ
き

も
の
だ
ろ
う
。
仮
名
遣
研
究
に
興
味
を
持
つ
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
本

書
を
繙
い
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

(

二
〇
〇
八
年
六
月
一
三
日

平
凡
社

新
書
版

二
四
〇
頁

七
七
七
円)
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